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各チームの今回の交流について

今回の交流ロボコンで各チームがどの程度相手チームと連携したかについて質問を行った。


Aチーム：


　大会前はメールなどを通して連絡しあって戦術について話し合った。

　現地に来てからは、お互いのマシンが連絡を取った戦術どおりの動きができないため、最善の方法を話し合いながら大会に挑んだ。


Bチーム：

大会前はメールでやり取りしてマシンのサイズと幟について話し合った。

試合中は全く干渉しないつもりだったが、向こうのマシンが早いのでコシヒカリを取れるだけ取り、その跡に回収しようという戦略になった。


Cチーム：

大会前は缶を分けて集めるという方法を提案して、どっちがどっちの缶を集めるかということを話し合い、マシンサイズや幟について話し合った。

来てからは具体的な戦術、戦い方、作戦の話し合いをした。流れの中でこうやるか？と話し合って実際やって修正したりした。対戦チームがわかったらその対戦チームの分析をした。

学年別に目立った感想


一年生・二年生：

一年生だけでロボットを一から製作したので、先輩からの指示で動いていたときには気づけなかったロボット製作の難しさを痛感した。

設計をしないで製作したのが良くないと思った。パーツの寸法違いや、場所によって部品が入らないなどのトラブルが多発して、製作が大幅に遅れた。

せっかくの交流ロボコンなのに他の高専の人との交流が少なかった。同じ部屋の小山さんとは戦術などの簡単な話し合いぐらいしかしなかった。
“勝つ喜び”を知るきっかけになった。


三年生：

同じチームになったサレジオの人と交流して、他高専の知り合いができた。

高専ロボコン後のオフシーズンを交流ロボコンという目標を持って有意義に過ごせた。

現地での交ロボ会議などで他高専から部室内の様子や部費の使い方、その他コンテストの事など様々な話を聞けたこと

相方の高専との連絡が希薄だった。

審判をすることで、他の高専のマシンを間近で見ることができた。


四年生：
相方の高専の人と仲良くできたので良かった。マシンのコンセプトの上でも協力するマシンが作れたので良かった。

空気圧という特殊な技術に他の高専の人たちが注目してくれた。それを通して技術的な交流を深めることができた。

交流ロボコンとは言っているが、どこの高専も一年生の育成目的になりつつあり、交流と離れている気がする。
全体的な感想・意見
運営について：

・シャンプーが無い、シーツの件などの重要事項を事前に連絡してほしかった。

・情報連絡は口頭ではもっと簡単にして、ロビーの黒板で連絡事項を書面にして張り付けたほうが良いと思った。

· もう少し参加者側に（仕事を）押し付ける感じでも良いと思った。
· 交ロボ前日などにしおりをバージョンアップするのはいかがなものか。
· ルールは随時改訂していくべき。

・運営の仕事の割り振りについて

・細かい仕事も想定されるものはあらかじめ決めておくべきだと思う。

・その仕事の内容も含めた事前の通達が出来ると良いかと。
・運営に参加できる人（審判でも議長でもなく運営を手伝える人）、として名簿に○をつけた人は結局なんの話も回ってこなかった。好意を踏みにじった、とまでは言わないが、そういう人たちをうまく使えればより良かったのではないだろうか。
・参加者が運営を待っている時間が多かった。もっと物事を並行して進めるべきだと思う。
・大会中の運営会議について

・現場での運営会議の参加者をしっかり指定し必要最低限で終わらせるべき。例えば、審判しかしない人間が次の日の流れすべてを把握し、かつ意見する必要性は高くないと思う。
・また、会議と言うには雑談じみていることが多々あるように思え、無駄に時間がかかった印象は否めない。
競技について：

・他高専と協力して得点をとるチームがほぼいなかったのが残念。

· ルールの確定をもう少し早くしてほしい。
· 床のグリップなどが分からないので練習用のフィールドがあると良かった。
交流について：

・シャイな高専生には部屋単位で別な部屋と話す時間や、レクの時間があると良いと思った。（各会議以外の「交流」を目的とした時間がほしい。）
チャット会議について

・基本的に進行が遅いのは問題があると思う。これは参加者の意識の問題でもあるし、議長もこれを是正すべく、まず自らがすばやい反応を心がけるべきであると思う。（入室はするものの発言数が挨拶の1度・自動退室など会議に参加しているという意識の低い者が目立つ）（ROMの人用にも自動リロードがあると無駄な入室は減らせるかもしれない。）

・一度決まったことを決めなおすのは時間の無駄遣いとはいえないだろうか。今回はいくつかのことが複数回にわたって投票された記憶がある（農協ゾーン、大収穫点、使用する缶など）。また、競技の核と言えるものも改変された。これらによって、細かいルールや、その他運営面等で、話し合えたことが話し合えなかったのではないかと思える。

・運営長、競技長、チャット会議長と言うように分けたほうがいいと思う。それも超高専で。

来年度に向けて思ったこと

品川について：

・充分な練習時間を取れるだけのスケジュール管理をできるようにしたい。

・今回の失敗の原因を追究して次のNHKロボコンまでに解決したい。

・自分の技術力を上げるために様々なことに挑戦していきたい
交ロボについて：

　・施設に応じて参加人数を制限したほうが良いと思う。

　・来年度は運営として交ロボに参加したい。
